
ヨコハマＲ委員会 第７回全体会議 
日時：平成 26 年２月 13 日(木) 

15：00~16：40 
場所：松村ビル地下１階会議室 

 
１ あいさつ 
（委員長） 

 この委員会は、良い知恵を出して「３Ｒ」の中でもとりわけリデュースが推進されるよ

う、知恵を色々出しているという重要な役割を担っている。 

本日もこれから取組の報告があるが、皆さんのいろいろな意見を出してもらいたい。 
 

（資源循環局長） 

 今年度は、３Ｒ夢プランの中間目標年度である節目の年として、ごみと資源の総量や温

室効果ガスの削減目標の達成に向けて取り組んできたが、皆さまのご協力による効果が表

れてきているので、改めて感謝を申し上げたい。今年度までは、「第１期推進計画」として

取組を進めてきたが、26 年度からの４年間に取り組む具体的施策・中期目標を示した「第

２期推進計画」の策定を進めている。 
 「第２期推進計画」についても、環境に最もやさしいリデュースの取組については、最

も重要な取組となるので、これまで同様、様々な知恵をお借りしながら、取り組んでまい

りたい。 
 また、今年度は、「食品ロスの削減」をテーマに委員の皆さまが啓発映像の作成に取り組

んでいただいたと伺っており、映像も拝見したが、非常に良い内容となっていたので、「第

２期推進計画」に向けて様々な活用をしていきたい。 
 昨年度は、「リユース食器導入の手引き」を作成いただき、各区からも大変高評価をいた

だいているので、改めてご協力に対する感謝を申し上げたい。 
 

２ 議事 
（１） 報告事項 

・「マイボトルスポット」について（資料１～３のとおり報告） 
・「割り箸等削減キャンペーン」について（資料４のとおり報告） 
・「食べきり協力店」事業について（資料５のとおり報告） 
・子どもが利用できるリユースのしくみ構築プロジェクトについて 
（資料６、７のとおり報告） 

・「食品ロス」の削減を推進する啓発活動プロジェクトについて 
（資料８～10 のとおり報告） 

 プロジェクトの概要、活動状況等について、プロジェクトメンバーの委員より説明 
啓発映像の企画内容等について映像の制作担当者より説明 
啓発映像の広報について事務局より説明 
 



（プロジェクトメンバーの委員からの意見） 

委 員：映像は、全体的に若い方には入っていきやすいものに仕上がっていると感じ

ている。幅広い年齢層（万人）に見やすいものはなかなか難しいと思うが、

伝えるインパクトも制作に考慮していただいた上で、もう少しびっくりする

ようなインパクトがあるものを取り入れた方が良いのではないかと思う。 

 委 員：行政が制作するものとは違い、とてもおしゃれな映像に仕上がっていると思

う。ターゲットが家庭ということで、子どもからお年寄りまで、幅広い年齢

層に伝われば良いと思う。 
 委 員：映像の内容に関心のない層に伝えられたら良いと思っている。映像内の文字

が、英字よりも日本語の文字が小さいと思うので、改良の余地はあるかと思

うが、Youtube 等で流す分には訴求効果はあると思う。 
 
・平成 26 年度の活動案について 
 事務局から資料 11 のとおり説明。これまでの委員会の機能である、寄せられた提案・

相談への支援内容の検討に加え、平成 26 年度は、市民・事業者の各委員が取り組んで

いるリデュース活動について、この会議の場を通じて情報交換・情報共有を行ってい

く。また、情報共有した内容を各委員の所属母体へ取組を展開していただくことを強

化していきたい。特に、事業者委員におかれては、所属で取り組まれている３Ｒ活動

について、この会議を活用して様々な事例を紹介していただきたい。 
 

 （報告事項に関する質疑応答等） 

 委員長：映像のターゲットを明確にすることが関係すると思うが、映像を作成したこ

とで終わりにすることなく、この先どのように発展させていくか、その手法

も検討しても良いと思う。 
 委 員：映像の展開は速すぎて、高齢者はついていけないと思う。また、日本語の文

字が小さく、見にくい印象があり、完全に読み切る前に、次の画面へ展開し

てしまう。スピーディーな映像なので、若い方には好まれるかもしれない。 
 委員長：ドキュメンタリーのような映像の方がインパクトはあるかもしれないが、一

方で上映場所を選ぶことも懸念されるので、そういった面ではとてもおしゃ

れな仕上がりになっていると思う。音声がある場合には、ナレーションから

意味が分かるが、音声が無い場合には、分かりやすく伝える工夫が必要だと

思うので、皆さまで議論していただき、最終形に仕上げてほしい。 
 委 員：あまり映像内の文字を大きくしてしまうと、イラストの印象が壊れてしまう

ので、解説を入れて、言葉で伝わるようにした方が良いと思う。 
 制作者：音声が無い場合は、映像の下部にサブタイトルが入る状態にする。映像は、

絵を見せるものなので、文字が書いてあると分かりにくくなってしまう。さ

らに、文字量が多くなってしまうと伝わりにくくなってしまうので、文字量

は今後調整して検討していくことが大事になる。 
 委 員：行政だけでは作れない斬新な映像だと思う。映像を見た人がどんなことを思

うのか、反応を知りたい。その反応によって、映像をどう活用するか次のス



テップが踏めると思う。 
 委 員：みなとみらい線での広告を活用すれば、市外（県外）在住の方にもＰＲ効果

が高いと思う。また、映像とともに他の取組も同時期にできれば、相乗効果

でＰＲ効果が上がると思う。少ない資源でも、ＰＲ効果が出るようにまとめ

てアピールすることも検討すると良いのではないか。 
 委員長：例えば、中学校や高校の「食育」と連携して、教育という側面でも展開する

方法もあるのではないか。 
 事務局：庁内で「横浜市食育推進会議」を行っており、本委員会で、今回「食品ロス」

の啓発映像を作成していることも報告しているので、できるだけ多方面で活

用できるよう工夫をしていきたい。 
 

３ 情報提供 等 
・「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」の進捗状況について 
（資源政策課より資料 12、13 のとおり説明） 

・「ヨコハマ３Ｒ夢！」広報大使 横浜Ｆ・マリノスの選手による啓発ポスター等につい

て（資料 14 のとおり報告） 
・九都県市廃棄物問題検討委員会での取組について（資料 15 のとおり報告） 
・各企業によるレジ袋有料化の取組について（資料 16、17 のとおり報告） 
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